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１．はじめに

インプラント材料のような生体材料においては、生体に対して毒性がないということがまず重要であるが、

機械的性質としては、弾性率が重要な問題である。通常、金属材料と人骨の弾性率は５から７倍ほどの開きが

あり、負荷を受ける部位のインプラント材と人骨界面における破壊や骨吸収の問題が生ずる。本研究課題は、

生体と親和性の高いチタン合金において､弾性率を大きく低減させるための材料学的なアプローチとそのメカ

ニズムの解明にある｡

すでに、Ｎｂ，Ｔａのような１%1放型β安定化元素のＴｉへの合金化によって、β相の相安定性との相の相安定性
との兼ね合いにより、Ｔｉ合金のillli性率が大きく減少する組成が認められており、Ti-Nb系を基本とした低弾性

チタン合金の研究が盛んに行われている。しかし、Ｎｂ，Ｔａといった開放型β安定化元素は高価である。そこ
で、本研究課題では共析型β安定化元素であるＣｒをとりあげ､Ti-Nb系同様に、Ti-Cr合金の準安定β相に低
弾性の効果が期待できるかどうか調査することとした。

２．研究経過

これまでの準安定βチタン合金の研究から、高温相であるβ相を容体化処理によって、室温に持ち来たらす

と、組成によって低弾性な合金が得られることがわかっている。この低弾性を示す組成脆囲は、マルテンサイ

ト変態と密接に関連しているらしく、β安定化元素量を増やすとマルテンサイト変態温度は減少し、それにつ
れ、リlii性率の低減が見られる。β安定化元素が多戯になると、室温でのβ相は安定し3Mi性率は再び増加の傾向

を示す。しかし、弾性率が極小を示すと見られる組成範囲は、の相の生成と競合する組成範囲にあり、①相の
生成は弾性率の上昇と延性の低下を持ち来たらす組成範囲でもある。しかも、この組成領域では、の相と競合
する形で、変形双晶や応力誘起変態などの変形様式が活動する組成範囲とも重なっている。
これらのことから、Ti-Cr系においても、二元系Ti-Cr合金の弾性率と組成の関係を詳細に調べ、②相抑制

元素であるＳｎ添加の効果を調べた。

３．研究成果

平成１９年度は、本研究課題で取り上げている合金系の基本組成である、Ti-Cr系に関し、チタン国際会議
でその成果を報告した。すなわち、Ti-Cr系合金の組成とilii性率の関係においても、Ti-Nb系を代表とする開
放型β安定化元素添加による準安定βチタン合金と同じような組成と弾性率の関係を示すこと、Ti-Nb系にお
いて、準安定β相との相の競合によって、弾性率が急激に上昇する組成施囲があるが、Ti-Cr系においてもそ
のような領域が存在し、ただし、その組成範囲はTi-Nb系に比べると遙かにβ安定化元素鉦の少ない組成範囲
で起こることを確認した。

また、の相と準安定β相の競合する組成範囲では、複雑な変形機榊が重複し、合金組成によって、単軸引っ
張り試験では高い伸び値を示しても、全く冷間加工の効かない組成や、単軸引っ張りの伸び値が小さくとも、

冷間加工可能な領域があることがわかった。

Ｓ、添加の効果に関しては、１１mass%Ｃｒ以上の組成施囲においては、Ｓ、添加の効果は見られなかったが、そ
れ以下、５mass%CrまでのTi-Cr合金においては、Ｓ、の添加によって弾性率が大きく減少することが認められ
た。

４．まとめ

Ｓ､無添加のTi-Cr合金では、８Ｃｒを中心に弾性率の薇い領域があり、これは、急冷による試料作成時に生じ
た①相によるものと思われ、透過型電子顕微鏡観察において砿認した。また、Ti-5Cr合金ではＳｎの添加量に
かかわらず、マルテンサイト組織であったが、この場合もｓ、添加によって弾性率は大幅に減少した。この合
金系では、ひずみ誘起変態も確認され、今後、マルテンサイト変態、athermalの相と変形機榊との関連につい
て継続して調査していく予定である。
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